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川崎市では、学校給食においてＳＤＧｓに関わる献立を提供し、ＳＤＧｓにつながる学びを推進する「ＳＤＧｓ

×健康給食」の取組を実施しています。 

このたび本取組の一環として、昨年度に引き続き、化学肥料等の使用を５割以上削減して作った特別栽培米

や、農薬等を使用せずに栽培した神奈川県内産の有機農産物を使用した献立を市立小学校７校の自校献立※１

において提供し、これに合わせて食に関する指導を実施いたします。特別栽培米は、能登半島地震被災者支援

等の寄附金の一部を活用し「能登の食材」として、トキとの共生を目指し新たに環境にやさしい米づくりの認

証制度が設けられた米の使用を予定しています。 

順次、市立小学校７校の自校献立において特別栽培米・有機農産物を使用するほか、12 月には、「有機農業

の日※２」に合わせて、環境に配慮した農業への関心を深めるため、小学校、中学校（自校調理校）、特別支援

学校の統一献立において神奈川県産の特別栽培米の提供を予定しています。 
 

 

１ 目的 

給食を通じてＳＤＧｓの学びを推進する「ＳＤＧｓ×健康給食」の取組の一環として、各学校独自の献立

を提供する自校献立や統一献立において、特別栽培米や有機農産物を使用することをきっかけとして、環境

保全や地産地消について児童生徒が考える機会を創出することを目的としています。 

 

２ 給食提供校及び提供予定日等 

給食提供校 提供予定日 献立（予定） 使用する農産物 

川中島小学校（川崎区） 10 月６日（火） 
ガパオライス、フライドポテト、クレー

プ、牛乳 

・特別栽培米 

・じゃが芋 

鷺沼小学校（宮前区） 10 月 24 日（土） 
ごはん、ジャンボぎょうざ、カレー中華

スープ、ゼリー、牛乳 

・特別栽培米 

・じゃが芋 

虹ヶ丘小学校（麻生区） 10 月 29 日（木） 
ごはん、チキンカツ、ボイルキャベツ、

みそ汁、みかんゼリー、牛乳 

・特別栽培米 

・かぼちゃ 

東菅小学校（多摩区） 10 月 30 日（金） 
ごはん、ヤンニョムチキン、冬瓜とわか

めのスープ、手作りフルーツゼリー、牛乳 

・特別栽培米 

・冬瓜 

長尾小学校（多摩区） 10 月 30 日（金） 

ごはん、赤しそふりかけ、ゴールドてり

焼きチキン、「かながわ・かわさきそだ

ち」の豚汁、アイスクリーム、牛乳 

・特別栽培米 

・かぼちゃ 

西野川小学校（宮前区） 
令和９年１月末 

（予定） 
検討中 ・特別栽培米ほか 

西菅小学校（多摩区） 
令和９年２月中旬 

（予定） 
検討中 ・特別栽培米ほか 

  

３ 使用する特別栽培米の納入業者及び有機農産物の生産者 

 特別栽培米 有機農産物（野菜） 

納入業者 はくい農業協同組合 株式会社 いかす 

所在地 石川県羽咋市太田町と 105 番地 神奈川県平塚市出縄 764 番 1 

使用する 

農産物 

【７校で使用予定】 

・特別栽培米 
 

 
 

【７校で使用予定】 
・じゃが芋 
・かぼちゃ 
   その他野菜 

 
 

ＳＤＧｓ×健康給食 
学校給食で特別栽培米・有機農産物を使用した献立を提供します︕

能登はくい産コシヒカリ 

「トキめく能登の羽」 

株式会社いかす 

が運営する農場（平塚市） 



 

石川県では、8 月 26 日から 27 日にかけて発生した記録的豪雨により、地区によっては水没した水稲の

水が数日にわたり引かない状況で、品質への影響も心配されました。農業施設や機械も水没し、出荷・調整

作業ができない農家さんもあり、JA 関係者やボランティアの方々の御尽力で復旧作業に当たられたそうで

す。そのような状況の中で、今回、本市の学校給食のためにお米を出荷していただけることになりました。 

 

４ 給食提供に関する取材対応について 

・児童の撮影や、コメント取りが難しい場合がありますので、取材を希望される場合は、提供日前日の午前

中までに問合せ先まで御相談ください。 

・当日に発熱、風邪症状がある方は取材を御遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２ 「有機農業の推進に関する法律」（通称：有機農業推進法）
が成立してから 10 周年を記念し、2016 年に、一般社団
法人 次代の農と食をつくる会により、12 月 8 日が「有機
農業の日」として制定されました。  有機農業とは、化学肥料や化学農薬を原則使わず、可能
な限り環境に配慮した栽培方法であり、土壌環境や生物の
多様性など農業生態系を守ることにつながります。 

「学校給食での有機農産物等の利用」、「有機食品の販売
促進の取組」を推進するため、毎年、11 月中旬から 12 月
中旬に特別期間が設定され、各地で農業体験イベントやマ
ルシェの開催、メニューの提供などの取組が行われていま
す。 
（農林水産省 HP 参照） 
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/yu
ki2025/yukinohi2025.html 
 

【問合せ先】 
川崎市教育委員会事務局健康給食推進室 小田 

電話 044-200-2158（内線 51204） 
 

※１ 自校献立とは、市立小学校において、学校行事や地場産物の活用、地域や児童の実態等、学校の特
色を生かした食に関する指導を行うことなどを目的として実施する、学校独自の献立で年２回提供す
る給食です。 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/yu

